
「お洒落をする」という楽しみ 
 「おしゃれ」などという言葉ほど自分に似つかわしくない言葉はないと思いますが、しかしマナーとして

の「男性のお洒落」はやはり必要なので、デートするとき用の少しばかりの知識を記載します。 

 尚、「女性のおしゃれ」は私の妻が専門とするところでありますので、妻に書いてもらおうと思っていま

す。おそらく今度の正月までには何とかしてくれると思いますのでお待ちください。 

 

 志成館では「原則制服着用だが華美でない限り私服でもよい」という指導をしております。その本心は野

郎どもに（＝広く日本の男性）にもっとおしゃれをしてほしい、イタリアの男性とまではいかなくてよいか

ら、昔の詰め襟や中国の人民服みたいなものではなく、「野暮（やぼ）ったい服装をしてほしくない」とい

う切実な気持ちに根差しています。 

私は生まれも育ちも百姓なのですが、そうであればこそ農民やブルーカラーの人たちに本当のおしゃれ

をしてほしいと願っているのです。「大きなお世話」かもしれませんが。服装や服の色を知るにはヨーロッ

パに旅行してその服の色合いの美しさを実感する必要があります。早くヨーロッパへ旅行をして、大人や子

供の来ている美しい色あいのカラーを見て、ユニクロ色等（失礼）ではない、深みのある色の服をみんなに

着てほしいと願っています。もう３０年以上前に行ったイタリアの子供たちが来ている服の色は本当にき

れいで、日本の貧弱なカラーとの際に愕然としました。現在も高級ブランドの服や装飾品ばかりではなく、

買い物バッグやちょっとした身近な小物の色にも大きな差があるように感じます。もちろん多数のヨーロ

ッパから輸入した服や小物が日本にも広がってはいますが、まだ服に対する感受性などには差があるよう

に思われるのです。福岡という地方都市だからそう感じるのかもしれませんが。「みんなもっとおしゃれを

楽しみましょう」という私の気持ちがこの項のテーマです（笑）。 

 

 

【まず、私がどこかで話した「ＩＶＹリーグ」についての文章を貼り付けます】 

 ファースト・リテーリング＝ユニクロの社長の柳井さんの講演を聞きに行ってまいりました。ファッショ

ン界での６０周年の記念式典でのことです。この式典での主賓の中牟田久敬（ひさゆき）さん（＝詳細はわ

かりませんが、岩田屋の創業者の中牟田家の一人であると考えてください）は、アパレル界では柳井さんの

先生筋に当たりますので、柳井さんはとても機嫌良くしかも長く、そして普通では話されないであろう、経

営上のいくつもの失敗の話を、オフレコだったので、楽しそうに話されまして、とても勉強になりました。

彼の話を分かりやすくしますと、彼をはじめとする経営者たちには「現在も今後も東南アジアが今後の商品

販売などのターゲットであり、戦争や国境争いなどせずに仲良くして、儲かりましょう」という話でした。

当日、柳井さんは、自社製の￥５０００あまりのステキな服を宣伝用に着ておられましたが、ネクタイだけ

はエルメス製で、それを壇上で自慢されていたことがとてもほほえましく感じました。 

 

「IＶＹ（アイビー）リーグとは」 

アメリカ東北海岸の名門８大学の競技リーグからきた言葉です。 

Harvard・Yale・Columbia・Princeton・Brown・Pennsylvania・Cornell・Dartmouthの８大学です。  

「教養と育ちの良さを身に着け、地味で保守的な特徴の校風をもつ」と評価されています。 

ＩＶＹとはレンガにからまる「ツタ」のこと。つまりペギー葉山の名歌(^^♪ つたのー絡まるチャペール

で・・・のことであり、そのすべての大学が古く伝統があり、校舎がつたに絡まっていることに由来します。 

リーグは１８７０年代に始まったフットボールの対抗試合に起源を持ち、１９５６年にすべてのスポーツ



競技を含めて結成されたものです。これらの学生たちが好んで着るファッションを１９５５年に国際衣服

デザイナー協会が「アイビー・ルック」と名付けてから今日まで続くファッションであります。 

ボタンダウン・紺ブレ・ローファーなど、下に掲載している写真のように、子供から老人まで同じ服装なの

でとても使いやすく、廉価であるので私もこのパターンで「ブルックス・ブラザーズ」（現在も福岡には何

店舗もあります）の服を今も仕事用に愛用しています。ビル・クリントン元大統領なども普段着に使用され

ており、それ程高価でもありませんので、若い人たちが「今から一生一度の大事なデートに出かける」とい

うときなどに、何を着ていったらよいかわからないときには、このファッションが安全ですのでお薦めいた

します。たとへ「古臭い」と言われても「貧乏くさい」という批判だけはまぬかれると思います（笑）。も

ちろん今のように多種多様のファッション形態がある時代では、このような話が時代遅れで、私のようなお

じいさん時代の発想なのかもしれませんし、現代人の皆さん方はイングランドのトラディショナル・スタイ

ルやイタリアンのファッションスタイルの方が似合うと思います。 

このアイビー・ルックを参考にして１９６０年代に日本風に

アレンジし、日本版アイビー・ルックとして、「襟の細い、なで

肩の、三つボタンの上着」を中心とするファッションが日本で

出来上がります。ＶＡＮでありＪ―ＰＲＥＳＳやＪＵＮやＫＥ

ＮＴです。（懐かしい名前でしょう）またアイビーは短いヘア

ーカットも特徴としており、鬢（びん）を切った私のヘアーが

アイビー・カットなのです。（笑）。 

これらの衣類を製造、販売していたのが中牟田さんであり、

そこから仕入れ販売していたのが柳井さんだそうです。その意

味では中牟田さんは柳井さんの親分ないしルーツないし恩人

にあたります。ユニクロに代表されるファースト・リテーリン

グは「今や世界４位のアパレルメーカー」になったと誇らしげ

に何度も話されていましが、中牟田さんへの恩義は尽きないよ

うでした。ちなみに柳井さんと同じ年の私は、ＶＡＮ全盛の時

代には、いつも畑で作業服を着ており、かっこいい服装にあこ

がれて、指をくわえて見ていました。アメリカン・トラッドを

着用し始めたのは、そんなブームが過ぎ去った３０歳後半からですので、今でもセンスの悪さは隠しきれま

せん。念のために。 それでも「過去よりはまだまし」と思い込んでいます。 

以上の内容は、私の塾のかわいい野郎ども（＝男たち）にいつも話していることです。 

 

 

【真野博さんによる４０年以上前の「男性のお洒落に関する名著」についての紹介】 

 

 ※ここの文書は、ここで紹介する真野博さんが昔書かれた書籍に対する、私が書いた「お礼状」になって

おり、それを一部省略改訂した文書になっています。真野さんは「東京目黒ロータリークラブの重鎮」で、

２年前私が連絡するまではご健在で、この本にまつわるいろいろな楽しい話も、お電話を通じて、していた

だきました（笑）。この文書の後に、表紙や目次、そして「本文の一部」をコピーして貼り付けます。 

 このようなノウ・ハウ本は書店にいくつもありますので、どれか１冊「自分のお気に入り」を見つけるの

が、今後の人生の強い味方になると思います。まだ真野さんのこの本でも十分通用します。 

 

今から４０年ほど前の当時、「日本中の若い世代で大好評だった」、いつかは必ず昔若者であった、ＲＣの

会員の方々に紹介しようと思っておりました、「男を磨く１６９の作戦」と「（続）男を磨く１７９の作戦」



という本の紹介を、内容の面白さや素晴らしさ、そして内容の格調の高さともに、みんなに話をすることが

できました。結果は予想通り「大好評」で、もっと話を聞きたいとか、どうしたらこの本が手に入るのかと

いう質問、さらに書籍の詳しい内容についても具体的な質問がありました。 

私はずっと昔にこの２冊の書物を入手して何度も読み直して、日々の生活の行動基準や発想の基準とし

て生きてまいりました。この本の内容の豊かさや発想の面白さ、人間らしさなどは言葉で述べられないほど

素晴らしく、おかげでいつも自分自身に自信が持て、誇りが持て、どんなに苦しい時や悲しい時にも心に余

裕をもって生きることができました。また仕事や人間関係で悩んだときや何か新しい発想が必要な時に、何

かしら心の中に少し遊び心がありなおかつ色っぽい発想がふつふつとわいてくる自分があるのを感じてい

たのですが、久しぶりにこの本を開いて、それが真野先生の心の豊かさのおかげであることに改めて認識し

ました。ネクタイピンはせず、肌着は付けず、いつもシャネルをもって、家にはシーバスリーガルがどうい

うわけかいつもおいてあるのです。先生の教えの相当数守ってこれまで生きてまいりました。文中に書いて

あるように、ゴルフも下手なままです（笑）。そしていつもそんな自分を「自画自賛」しながら６６歳の今

日まで生きてまいりました。この若い世代にとっての「聖書」を通じて、間違いなく日本中の多くの私たち

の世代の男性の心を豊かにしていただき、たくさんの幸せを与えていただき、そして男を通じて多くの女性

を幸せに導いていただいたものと確信しております。 

あらためまして 

真野博先生、私の人生を豊かにしていただき大変ありがとうございます。 

人生でお世話になった人に、例え文書等だけでもお礼ができることほど幸せはありません。これで私も過

ごしだけの恩返しが出来て、ひと安心いたしました。・・・。この本の本文の中にはロータリークラブの核

心部分についての貴重な文章もあり、ロータリアンとしての先生も同時に尊敬しております。 

私にとりましては真野博大先生にお手紙を書けるうれしさを感じ、先生の長寿とご健康を願い、同時に東

京目黒ロータリークラブのますますのご発展を願って筆をおかせていただきます。本当にありがとうござ

います。尚、同封しているのはわが博多ロータリークラブのバナーです。会員の皆様にも真野先生に送るこ

とを報告しております。   

２０１６年１月１５日     博多ロータリークラブ ２０１５～２０１６年度会長 森 英行 

 

 

 
真野さんの２冊の本の表紙と続編の裏表紙です 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目次と記事をランダムに並べています・・・目次だけでも読む価値がありますよ 

【
右
の
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ヨーロッパの一部の国では「歯並の矯正」は国家政策で、すべて無料になっています 

 

絵画や風景など「美しい物」を見ないと「美しい目」にはなれないのです。【下】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【下】真野さんのＲＣに関する

文章 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


